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人口
世帯数
人口
出生
死 亡
婚姻
閥I~ 婚

動態
9.240世帯
46.540人
82人
31人
33件
5件

十
五
円
の
額
、
保
健
婦

一
人
当
(
昭
和

三
十
三
年
度
)
三
万
八
千
円
余
り
の
額

を
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
負
担
割
合
を
見

宇
品
」

9
〉」

患

者

負

担

分

五

O

%

保

険

税

二

八

%

国
庫
負
担
金
、
調
整
交
付
金
二
二

%

と
な
り
ま
す
。

所

章

削
作
レ
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J

所

炉

本

行

い刊

沢
発

行
一
知

秋

山

発

県

新

釦

山

集
〈

富

縞

魚津市 友 道
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日発行津

〈
〉
国
庫
負
担
金
、
補
助
金
、
調
整

交
付
金
は

ご
承
知
の
と
お
り
国
に
お
い
て
は
、

社
会
保
障
制
度
確
立
の
た
め
、
昭
和
三

十
六
年
四
月
一
日
よ
り
国
民
皆
保
険
の

実
施
の
た
め
、
昨
年
十
月
一
日
よ
り
今

ま
で
の
国
庫
補
助
令
を
改
め
、
事
業
財

政
の
健
全
化
を

守

H
Y
』

図
る
た
め
、
医

‘
、

Y
〆
寸
ノ
巧
1

・.
0
国
民
健
康
保
険
事

一

保
険
者
が
支
払
う
医
療
費
の
五
割
の
一
療
費
に
対
し
て

備

U
h
O
U河
川
円

業
は
な
ぜ
必
要
な

一金
額
は、

国
庫
負
担
金
、
調
整
交
付
金
一
は
二
O
%
、
調

-
J

口
語
い
L

の
で
し
ょ
う
か
・:一

や
保
険
税
で
支
払
い
さ
れ
ま
す
。

一整
交
付
金
と
し

h
hけ
込

?

一

O
保
険
税
は
ど
の
よ
う
に
課
税
さ

一て

二
%
前
後
の

弘
前
吋

¥
ヤ

ね

統
計
に
よ
り
ま
す

一

れ
る
か
?

一
額
を
負
担
及
び

trcn人」
一
一

h

と、

貧
乏
の
原
因
の

一

保
険
税
の
年
税
額
は
一
ヶ
年
間
の
医
一
助
成
す
る
こ
と

1
f
u

、J

山
お
よ
そ
六
、
七
割
は

京
費
を
推
定
し
た
額
の

二
十
八
%
を
保
一
に
な
っ
て
い
ま

へ

百

二

コ

病
気
や
け
が
を
し
て

一険
税
と
し
て
、

条
例
に
規
定
さ
れ
た
納
一
す
。

4

汁
1

ぺ
挙
H
4

川
A

そ
の
医
者
に
支
払
う

一期
(
現
在
年
四
回
)
に
徴
収
し
ま
ぺ
、

一・

な
お
事
務
費

ヲ
ヘ
刈
キ
H
町

た
め
借
金
を
し
、
甚
だ
し
い
病
気
や
け

一
、保
険
税
を
賦
課
す
る
内
容
は
、
淳
一
物
件
費
に
は
国

弓
片
岡
ザ
引
相
~

が
の
場
合
、
家
屋
敷
を
売
払
っ
て
そ
の

一剥
山
市
民
税
の
課
税
総
所
得
金
額
)
資
一
保
加
入
者
一
人

正
刊
「
川
判
刊
'

費
用
に
あ
て
た
た
め
、
幸
い
病
気
や
け

云

史

資

重

濃

く
固
定
資
産
税
一
当
り
(
昭
和
三

j
L
t
F

が
が
全
快
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
て
も

一号

、一
漢
験
者
均
等
割
(
加
入
人
員
数
)
一
十
三
年
度
)
九

=

そ
の
た
め

一
生
貧
之
が
つ
き
ま
わ
り
更

一世
帯
平
等
割
(
世
帯
単
位
〉
の
四
つ
に

一

I

l

l

i

-

-
l

i

l
i
-

-

生
で
き
な
い
人
生
を
送
っ
て
お

い
で
の

一分
け
て
賦
課
し
、
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
一

i
.、E
L
-
-
C
二
〈
号

=
E、も

人
が
多
い
の
で
す
o

一
ま

す

。

一

臣

梨

混

τ
I
4
Z
E
」
オ
ー
市
定
日
古
川
A
m
w

不
幸
に
し
て
病
気
や
け
が
を
し
た
場

一…
:
‘
:
:
:
・
〉
:
・
J

:

、
:
、
:
・

J
一

|

清

新

な

飲

料

水

の

利

用

を

|

合
、
市
民
が
み
ん
な
で
助
け
合
う
し
く
つ

ほ

た

る

い

か

と

M
け
い
れ
わ

代

[

一

切

明

町

立

壮

一…

遊

覧

船

の

運

航

…

一
ぬ
れ
れ
れ
い

1
日

以

下

れ

れ

れ

れ

一

日

ド

u
u吟
が

、
目
標
に
は
未

き
る
よ
う
に
、
し
か
も
医
者
に
支
払
う

一い

い

よ

い

よ

ほ
た
る
い
か

の
シ
l

ぺ
一で
、
こ
れ
は
飲
料
に
不
適
格
と
し
て
そ

一

水
道
料
金
は
家
事
用
一
ヶ
月
の
基
本

お
金
も
少
く
、
貧
乏
に
な
ら
な
く
て
す
六

ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
例
年

一・
一
の
改
善
策
が
強
く
叫
ば
れ
て
き
て
お
り

一
料
金
は
二
一
立
方
米
に

つ
き
ニ
四
O
円

む
よ
う
に
と
考
え
ら
れ
た
の
が
国
民
健

一…
ど
お
り
ほ
た
る
い
か
遊
覧
船
が
運

…
一
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
市一

量
水
器
使
用
料
四
O
円
、
計
二
八
O
円

康
保
険
の
制
度
で
あ
り
ま
す
。

一.
一
航
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

…
一
で
は
上
水
道
事
業
に
と
り
か
か
り
、
昨

一
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
料
金
は
市

。
国
民
健
康
保
険
事
業
と
は

六
す
。

)
一
年
度
で

一
応
完
成
を
見
ま
し
た
。

一

の
水
道
施
設
規
模
等
か
ら
み
て
決
し
て

病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
、
医
師
に
二
期
間

五
月

一
日
l
六
月
十
目

立

当
市
の
上
水
道
は
、
市
街
地
域
の
計

一高
く
は
な
い
よ
う
で
す
。

支
払
う
医
療
費
の
五
割
は
患
者
が
直
接

一…
時
間
午
後
八
時
水
族
館
裏
出
航

…
一
画
給
水
戸
数
六
、
0
0
0
戸
、
計
画
給

一

こ
れ
か
ら
は
清
新
な
飲
料
水
を
充
分

医
師
に
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
残
り
の
一心

午

後

十

時

。

帰

館

~
一
水
人
口

三
O
、

0
00
人
を
目
標
と
し

一
皆
さ
ん
へ
供
給
で
き
る
よ
う
管
理
維
持

五
割
は
保
険
者
(
市
)
が
医
師
に
支
払

一.…

大
人
二
五
O
円
、
小
人
八
:
て
昭
和
二
十
六
年
に
認
可
を
得
て
、
翌
一
に

つ
い
て
は
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す

い
し
ま
す
o

一)

十

円

…

一
昭
和
二
十
七
年
度
か
ら
工
事
に
着
工
し

一か
ら
、
ま
だ
水
道
を
お
と
り
に
な
っ
て

貸
切
の
場
合

~
一ま
し
た
D

水
源
は
片
貝
川
の
上
流
、
道
一
い
な
い
御
家
庭
で
は
こ
の
際
水
道
を
ひ

一
隻

(
五
O
…
一
坂
地
内
で
、
伏
流
水
を
取
水
し
、
補
助
一
か
れ
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。
ま
た

人
定
員
)五
、
ニ
ボ
源
、
と
し
て
貝
田
地
区
に
盤
井
井
戸
を
一
給
水
施
設
を
完
備
さ
れ
て
お
り
な
が
ら

0
0
0円
工
設
け
、
横
枕
地
内
で
滅
菌
し
、
印
田
配
一
閉
栓
の
状
態
に
し
て
い
ら
れ
る
御
家
庭

希
望
者
は
午
後

一
一

ー

一

一
z池
に
貯
水
し
て
自
然
流
下
を
も
っ
て
一
で
も
是
非
水
道
の
水
を
利
用
さ
れ
る
よ

七
時
三
十
分
ま

υ

一

、

、

〈

一

二
給
水
し
て
い
ま
す
D

水

質

水

量一

オ
一
う
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

で
魚
津
水
族
館

山
一
七
;

一

一
圧
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
総

一

そ
の
ほ
か
各
地
区
で
簡
易
水
道
を
設

に
御
参
集
願
い

…
一
!

一

'一工
費
は
一
億
七
千
八
百
万
円
余
り
を
要
一
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
ま
で
完
成
し
た

ま
す
。
な
お
雨

・・

一

一

荒
天
の
と
き
は
…

τま
し
た
o

現
在
こ

の
状
源
か
ら
給
水
一
簡
易
水
道
は
次
の
と
お
り
。

中
止
に
な
り
ま
と
さ
れ
て
い
る
方
は
計
画
の
お
よ
そ
五
七
一

(

)

は
完
成
年
月

す。

日・一
%
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
逐
次
加
入
も
一
日
尾
簡
易
水
道
(
昭
叩

・
什
)

カ

い

一

せ

つ

一

国
民
健
康
保
険

寸
参
議
院
議
員
選
挙
の
|
」

「
!
補
充
名
簿
の
申
請
は
し

十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で

昭和34年 5月 1

昭

和

三

十

六

年

度

か

ら

加

入

の

義

務

づ

け

一
今
号
は
新
し
い
国
民
健
康
保
険
法
に
つ
い
て
萱
宋
や

一

一

保
険
料
な
ど
川
崎
に
記
し
て
み
ま
し
ょ
う。

一

来
る
六
月
二
日
執
行
の
参
議
院
議
員

選
挙
に
際
し
補
充
選
挙
人
名
簿
が
調
製

さ
れ
ま
す
か
ら
、

次
に
該
当
す
る
方
は

必
ら
ず
登
録
申
請
期
間
中
に
申
請
書
を

最
寄
の
出
張
所
ま
た
は
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

昭
和
十
四
年
五
月
十
六
日
ま
で
に
生

れ
た
人
で
、

今
年
の
二
月
十
五
日
以

前
か
ら
引
続
き
市
内
に
住
所
を
有
し

四
月
行
わ
れ
た
県
議
会
議
員
選
挙
に

使
用
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
人

申
請
期
間
五
月
十
六
日
か
ら

五
月
二
+
固
ま
で

報広市魚(昭和2削月間)
第三種郵便物認可

料
金

( 1 ) 

一
源
泉
所
得
税

一
、

改

正

の

あ

ら

ま

し

今
回
所
得
税
法
が
改
正
さ
れ
、
扶
養

親
族
の
あ
る
人
な
ど
の
所
符
税
が
木
年

四
月
一

日
か
ら
相
当
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
改
正
の
う
ち

源
泉
徴
収
に
関
係
あ
る
事
項
の
一
部
を

次
に
掲
げ
ま
す
。

扶
養
控
除
の
引
上
げ

ー
一
人
目
が
七
万
円
に
l

〔
改
正
さ
れ
た
額
と
(
)
は
改
正
前
〕

一
人
目
H
七
万
円
ハ
五
万
円
)

昭
和
三
十
四
年
分
六
五、

0
0
0
円

二
人
目
及
び
三
人
目
H
一
一
一
万
円
(
二
五

、
0
0
0円
)

昭
和
三
十
四
年
分
二
八
、
七
五
O
円

四
人
目
以
下
日
=
芳
円
(
一
五
、
0
0
0円
)

昭
和
三
十
四
年
分
二
六
、
二
五
O
円

な
お
、
昭
和
三
十
四
年
分
は
四
月
一
日

か
ら
改
正
さ
れ
た
た
め
改
正
控
除
額
の

四
分
の
三
だ
け
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
税
率
の
引
下
げ

〔
改
正
税
率
と

(

)
は
改
正
前
〕

一
O
%
H
十
万
円
以
下
の
額
(
五
万
円

以
下
〉

、
昭
和
三
十
四
年
分

は
五
万
円
以
下

一
一
%
H
昭
和
三
十
四
年
分
の
み
五
万

円
超
え
る
額

ムぶ ム ム 〔お税引二 一
七九 月 O月%。 月 (¥)cJ合年四り負下扶 O 五
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二 11 ー 11 七、四七 減 ) 次の税 ( 
四二%三 、二 %0 のは の 所率 五
三五一円割本と 得 の 万

二ニ ニ ニ 。ニ グ ニグ ニグ二。十 十ハー--山一一一九}…一一一一(一一J 一一~一一円一--ー
十十十十 十 十 十十九八日
九八七六 五 二 一日日.日)
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? s寺時時時時時時時時時 i
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三三正三正三正三正三正二
時時 午 時午時午 時午時 午 時

前
東
城
簡
易
水
道
(
昭
叩

・
ロ
)

奥
東
城
簡
易
水
道
(
昭
叩

・
ロ
)

小
川
寺
簡
易
水
道
(
昭
引
・
川
)

黒
沢
簡
易
水
道

(
昭
引

・
川
)

小
菅
沼
簡
易
水
道
(
昭
位

・
9
)

東
蔵
簡
易
水
道

(
昭
ロ
・
ロ
)

島
尻
簡
易
水
道
(
昭
ロ

・
け
)

(水
道
課
)

道
坂
水
源
池
と

印
回
配
水
池
)

(
写
真
上
は
下
は

「
は
か
り
」
の
検
査
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
ず
か
ら
、
「
営
業
用
は
か
り
」
は

ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

道下地区が
新生活指定地区に

-aEe
・4
‘‘
，a
'
t
f
、be
E
，、，.、
aeE
f

道
下
公
民
舘
で
は
昭
和
三
十

二
年
十
月
、
婦
人
会
、

青
年
団

部
落
会
と
の
協
議
に
よ
り
生
活

の
中
に
巣
食
っ
て
い
る
不
合
理

ゃ
、
因
習
や
、
無
駄
や
、
不
道

徳
と

い
っ
た
も
の
を
と
り
除
く

た
め
、
そ
の
一
つ
と
し
て
公
民

館
に
お
け
る
結
婚
式
を
実
施
す

る
計
四
を
た
て
ま
し
た
。

地
区
住
民
の
協
力
で
花
嫁
衣

裳
を
新
調
し
て
、
こ
れ
を
希
望

者
に
安
く
お
貸
し
、
公
民
館
を

結
婚
式
場
に
開
放
し
、

新
生
活

運
動
の
一
端
と
し
て
成
果
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
。
『公
民
館
結
婚

式
は
現
在
ま
で
年
々
利
用
者
が

ふ
え
て
二
十
六
組
が
め
で
た
く

式
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
道
下
地
区
内
利
用
者
十
二
組

そ
の
ほ
か
の
地
区
利
用
者
十
四

組
も
あ
り
、
衣
装
だ
け
貸
出
し

主、
，、，，
B
‘、d
w''e-
f
、d
}
，、，z

(
時
間
)

利用者ふえる公民舘結婚式

季
節
保
育
所
十
ケ
所
に
聞
く

(
保
育
所
名
)

東 山 j:E
法城ク女 22
椛ラ青 り
寺 プ年長

母
数

い
よ
い
よ
春
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
し

一一
道
坂

た
の
で
、
こ
の
時
期
の
農
村
の
乳
幼
児

一

を
不
服
の
災
害
か
ら
ま
も
り
、
更
に
保
一
東
山

護
者
が
安
心
し
て
仕
事
に
従
事
す
る
た
一
東
尾
崎

め
地
区
の
婦
人
会
や
児
童
委
員
の
ご
配

一一
天
神
野
新
h
q

慮
に
よ
っ
て
次
の
十
ケ
所
に
季
節
保
育
一

所
が
開
か
れ
ま
す
。

小
川
寺

山
女
季
節
保
育
所

東
城

1/ 

江
l二l

岡
仏
回

二
一金
山
谷

。，

道
坂作
業
場

東
山
青
年

ク

ラ

フ

東
尾
崎
作
業
場

天
神
野
新

ク
ラ

フ

小
川
寺
心
蓮
坊

江
口作
業
場

岡
仏
国
作
業
場

金
山
谷
光
開
寺

。/1 1/ 。11 // 

は
十
三
件
あ
り
ま
す
。
木
年
か

ら
二
ヶ
年
問
、

道
下
地
区
が
新

生
活
運
動
推
進
指
定
地
区
に
な

っ
た
の
で
、

運
営
委
員
会
に
お

い
て
は
、
新
し
く
花
嫁
衣
装
と

し
て
洋
装
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

，、--円、，、........，.、，、，幡町..，..，..、，、吋再，.，.、，、ー

広
報
員
の
変
更

【
魚
津
】
ム
新
町
区
H
水
口
良
之
助
ム
新

金
屋
三
区
H
杉
原
清
二
ム
沖
田
区
H
吉

崎
久
雄

【
下
野
方
】
ム
友
道
四
区
H
大
多
賀
富
治

【
経
田
〕
ム
立
石
区

H
石
崎
宗
一
ム
江
口

区

H
竹
田
石
松
ム
西
尾
崎
区
H
中
村
利

秋
ム
平
伝
寺

一
区
H
平
田
弥
之
助
ム
平

伝
寺
ニ
区
リ
石
塚
吉
ニ

A
地
方
区
H
清

水
米
吉
ム
浦
方
区
H
朝
野
成
義
A
下
坂

の
下
(
栄
町
〉
区
日
早
川
作
次
郎
ム
天

王
団
地
区
日
須
賀
栄
司
ム
四
ツ
谷
向

(

落
合
町
)
区
日
清
水
正
行

一一
毎
週
火
曜
日
に
変
更

一

戸

「
魚
津
市
の
時
間
」

一

一-

N

H

K

第
一
放
送
の
県
市
の
お
一

一一
知
ら
せ
番
組
「
県
市
の
時
間
」
は

一

二

毎

週
火
曜
日
午
後
四
時
四
O
分
か
U

二
一一

ら
五
分
間
「
魚
津
、
黒
部
市
の
時

一

一一

一一
間
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
~

一
一
一
一
テ
レ
ビ
放
送
(
N
H
K
)
一

二

火

曜
日
午
後
六
時
五
十
八
骨
か
ら
一

一一

一一ご

ま

た
テ
レ
ビ
で
も
毎
週
火
曜
日

一

一一一一

午
後
六
時
五
十
八
分
か
ら
N
H
K
~

一一

一一

テ
レ
ビ
で
「
魚
津
、

黒
部
市
だ
よ
一

一一

り
」
が
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
お
し

一

二
一
一
ら
せ
し
ま
す
。

↑

二
一一i
i
REi
--
、、、、
i
tz
i
t
t
t
i--tiEt
一
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おご守口翌日 前半はよいが後半が悪い
3ztz oす雪 景え 一稲作長期予報とその対策一
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パ苗五すら く百
コ代月 がま に〆 た 素えク るて和 査 こ半半よ十期
果な上 、し 注〉レい過てピそ 。いこかとがはり五予稲
樹ら旬 やは 意 程ンこ肥Mr;イの る十らで悪よま日 報 作
地深に ま次 す 度ゲ とは計 モた と八見海いいす 発 (期
帯水晩 がの ベには。慎閏チめ 云年る 水とがと 表三聞
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広市津魚

四
月
の
緑
化
週
間

に
沢
山
の
花
弁
や
庭

木
が
各
家
庭
で
植
え

ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
庭
木
な
ど

の
病
気
の
予
防
や
薬
剤
な
ど
に
つ

い
て

月
一

述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

5
一

ま

ず
庭
先
に
咲
き
匂
っ
て
い
る
パ
ラ

三
一
で
す
が
、
業
に
は
白
く
カ
ピ
の
で
き
た

ι
一
よ
う
な
病
気
に
お
か
さ
れ
て
い
る
も
の

&
一

が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
病
気
は
白

和
一

渋
病
と
言
っ
て
次
第
に
蔓
延
し
て
木
の

百
一

大
り
を
悪
く
し
、
花
も
早
く
く
さ
る
よ

!
一
う
に
な
り
ま
す
。
病
気
の
ま
だ
軽
い
う

一
ち
か
日
頃
か
ら
予
防
の
た
め
に
新
農
薬

わ
一

「カ

ラ
セ
ン
」
を
使
う
と
有
効
で
す
。

ド
一

「
カ
ラ
セ
ン
」
は
米
国
で

こ
の
白
渋
病

問
一

に
有
効
と
認
め
て
パ

ラ
や
リ
ン
ゴ
の
法

第
一

薬
と
し
て
大
量
に
使
っ
て
い
ま
す
。

(
一

庭
木
の
中
で
、
場
所
に
よ
っ
て
は
非

一
常
に
他
の
人
か
ら
嫌
わ
れ
る
も
の
に
「

回発行

1

・1
・l
i
-
-
-
J

一
一
、
五
月
中
旬

を
今
一
川

一

か
ら
下
旬
(

れ

制

縦

一

十
五
日
頃
か
ら

な

今

業

一
1
・UJ

二
十
五
日
頃

忙

。
農

…
準
宋
一

ま
で
〉
と
七

多

す

て

o
-
h
j
L

3
同
司
こ
ま

え

ま

い

た

J

F
4官
K
G

迎

い

ワ

し

一

温
が
予
想
さ

を

思

に

ま

一

れ
ま
す
。
早

月

:
V
-
1
-
M
ι

、，

.

約

U

M

U

一

生
は
も
う
幼

舵

こ

方

集

一

穂
形
成
中
で

は

る

め

特

一

生
理
上
病
盟国

に

オ

進

f
ナ

-

抵
抗
性
が
お

ん

ら

の

カ

Ll・-

さ
お

業

か
一品閣官民一

ち
ホ

ク
ピ
イ

皆

て

作

う

-til-一

モ
チ
に
か
か

の
つ

畿

を

…

り
日夕
い

(
薬

家

く

の

話

-

山民
お
年

の

一

剤

の

効

果
も

!・

l
:
l
:
l・
一

考

え
ら
れ
る

が
低
温
多
湿
で
は
樫
病
率
が
高
い
)

三
、
八
月
下
旬
は
天
気
が
崩
れ
、
前
に

述
べ
た
よ
う
に
、
ホ
ク
ピ
イ
モ
チ
、枝

梗
イ
モ
チ
の
心
配
が
多
分
に
あ
る
。

ツ
ユ
は
平
年
並
か
あ
る
い
は
早
自
に

入
っ
て
、
上
り
が
平
年
並
で
中
休
み
も

あ
る
よ
う
で
す。

総
じ
て
悪
い
周
期
に

回
っ
て
い
て
、
恐
ら
く
連
続
豊
作
の
最

後
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
、
一
方
海
水
温
調

査
か
ら
み
ま
す
と
凶
作
の
二
十
八
年
に

似
て
い
る
。
三
十
年
は
海
の
表
面
は
高

温
で
あ
り
、
下
層
も
高
温
で
あ
っ
た
が

今
年
は
そ
の
高
温
層
が
薄
い
の
で
、
二

十
八
年
に
似
て
お
り
ま
す
。
(
類
似
年

度
か
ら
申
し
ま
す
と
昭
和
五
年
型
と
い

わ
れ
ま
す
)
こ
の
よ
う
に
し
て
後
半
は

悪
い
よ
う
で
す
か
ら
、
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
で
、
心
得
て
レ
ン
ゲ
の
す
き
こ

み
や
、
ム
リ
肥
に
な
ら
な
い
よ
う
耕
種

防
除
に
万
善
を
期
し
た
稲
作
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

な
お
堆
厩
肥
は
米
百
五
十
k
g
(
一

石
)
つ
い
て
三
七
五
k
g
(
百
〆
)
は

必
要
で
、
水
も
ち
、
肥
も
ち
、
通
気
性

を
よ
く
し
、
耐
冷
性
保
持
の
上
に
も
肝

要
で
す
。
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× 

× 

田

植

て

つ
し、

地
帯
に
適
し
た
時
期
を
見
つ
け
て

、-
と
し

令

.圃'

糖
分
を
体
内
に
多
く
蓄
え
た
苗
を
つ
く
二

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
体
力
が
充
分
あ

一一

れ
ば
活
着
発
根
も
早
く
分
け
つ
も
早
く

一一

な
り
、

早
ま
き
、
早
植
え
し
た
目
的
に

一一

そ
う
苗
に
な
り
ま
す
。
体
力
蓄
積
が
な

一一
講
習
日
H
五
月
十
三
日
(
水
)
午

一

け
れ
ば
早
植
え
し
て
も
活
着
に
日
数
が
二
後
二
時
|
!
五
時
(
法
規
〉

一

散
髪
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苗
と
な

一
か
か
り
効
果
が
な
い
。
早
植
え
と
は
五
二
十
四
日
ハ
木
〉
午
前
九
時
|
|
午

一

っ
て
水
苗
よ
り
悪
い
苗
に
し
ま
す
。

一
月
十
日
頃
か
ら
植
え
る
も
の
で
、
平
均

一一
後
三
時

一

こ
の
よ
う
に
不
良
に
な
る
理
由
を
よ
く

一
也
温
が
十
五
度
(
水
温
二
度
が
加
わ
る

一一

一

一

試
験
日
五
月
十
九
日
午
前
九
時

一

認
識
し
て
適
期
を
逃
さ
ず
通
風
を
よ
く

一
か
ら
十
三
度
か
ら
で
よ
い
)
で
、
五
、

一

一

一一

l
l正
午

し
て
短
か
く
て
も
腰
の
大
い
、
澱
分
、

一
六
月
の
よ
い
天
候
を
活
着
生
育
に
よ
く

一・

a--i駅
別
配
l
υ-一斗
一日汁
針
釘
引

J
l
一
利
用
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

一

一
願
書
の
受
付
H
五
月
九
日
ま
で

一

J
J錦

繍

機

霧

霧

級

協

畿

一
2
出
穂
前
二
十
五
日
頃
に

一一
場
所
日
大
町
小
学
校

一

機
鰯

綴

機

線

機

膨
膨
膨
勝
機

一

折
衷
苗
代
で
も
除
紙
直
後

一
|
二
日

一一

必
要
書
類
は
消
防
本
部
に
あ
り

一

滋
織
機
微
磯
線
級
艶
関
陣
幽
隣
瞬
鶴

一
の
深
水
は
外
気
に
な
ら
す
た
め
に
霜
害

一
一
ま
す。

院
総
櫨
翻

f
-勝
敏
弘
姐
週
湖
沼
綱
灘
醐
繍

一
予
防
に
水
を
深
く
す
る
ほ
か
、
つ
と
め

一
一;
'
B
B
i
l
l
i
-
-
-
B
I
B
B
-一

線
繍
棚
織が
一

綴
線
級
機
線
機
機
綴

一

一

協
機
開

J
J姿
勢

綴

級

協

機

竺

暴

走

す

る

。

一

一
尺
ニ
寸
に
五
寸
程
度
の
並
木
植
に

額

欄

綴
畿

綴

緩

線

機

微

緩

務
時

一

第
一
葉
の
葉
身
が
水
に
浸
ら
な
い
程

一
す
る
こ
と
で
長
い
穂
、
稔
突
の
よ
い
穂

鋭
機

畿

繋

姦

線

機

剛

一
度
に
浅
水
に
し
、
子
会
つ
を
殺
さ
な

一
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
早
植
え
は
よ
く

露

比
例

際

協

服

務

機

級

協

調

一
い
よ
う
に
水
処
理
を
な
し
、
苗
を
よ
く

一
分
け
っ
す
る
か
ら
株
強
り
の
た
め
の
窒

議

U:議
謬

務

懇

即

一
す
る
も
、
わ
る
く
す
る
も
水
加
減
に
あ

一
号

了

二

割

節

約

し

て

、
穂
肥
に
ま

綴
麟

綴
麟

以

後

撃

機

機

緩

写

一
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
o
早
植

一
わ
す
。

ム

JJl'繍綴
錦

鵬

撃

機

線

機

級

協

一
栽
培
で
は
慣
行
栽
培
と
ち
が
っ
て
一
株

一

ι長
期
予
報
と
の
つ
な
が
り

川円
融
機
機
鰍
幽
甥
纏
綱
親
機
級
協
線
機
的
伽

一
五
茎
位
、
O
、
三
平
方
米
に
六
O
株
、

一

長
期
予
報
で
は
、
前
半
は
割
合
よ
い

闘

機

鱗
鵬

〆

二

務

懇

一
並
木
植
え
に
す
る
o

五

後

半

が
惑
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で

幽
圃
醗
脇
灘
間
鵬
麟
盤
臨
脇
麟
錦
繍
醗
鶴

一

ま
た
、
あ
ら
く
植
え
て
沢
山
肥
料
を

一
昭
和
二
十
八
年
の
気
象
型
に
似
て
い
る

雌
園
期
観
脳
掴
調
溜
週
語
翻
翻
輯
輯
鱒
糊

一
や
り
分
け
つ
を
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
か

一
こ
と
と
な
り
ま
す
。即
ち
、
六
月
中
旬
末

苗
に
な
っ
た
場
合
の
こ
と
で
あ
る
が
、

一
ら
、
株
は
り
を
と
る
た
め
窒
素
を

一ーー

一
か
ら
下
旬
始
め
、
七
月
中
旬
は
低
温
が

晩
生
種
は
お
く
れ
で
も
差
支
え
な
い
が

一
二
割
減
ら
し
、
稔
突
を
よ
く
す
る
た
め

一あ
り
、
八
月
末
天
候
が
ま
た
崩
れ
る
と

早
生
種
は
な
る
べ
く
お
く
れ
な
い
よ
う

一穂
肥
に
、
出
穂
前
二
十
五
日
頃
天
候
の

一
の
こ
と
で
寸
か
ら
、
低
温
多
湿
で
イ
モ
チ

に
気
を
つ
け
る
。
ま
た
有
効
茎
の
と
り

一
き
ま
っ
た
の
を
見
は
か
ら
っ
て
、
や
る

一
菌
が
蔓
延
し
ま
す
か
ら
ホ
タ
ピ
イ
モ
チ
、

に
く
い
と
こ
ろ
で
は
、
畑
式
の
若
苗
が

一
べ
き
で
す
。
誤
っ
て
出
穂
前
四
十
日
頃

一枝
便
イ
モ
チ
等
に
万
全
を
期
さ
ね
ば
な

有
利
と
考
え
ら
れ
る
が
、
平
坦
砂
質
地

一
に
や
る
と
、
五
節
聞
が
伸
び
て
、
倒
伏

一
り
ま
せ
ん
。
稲
は
生
殖
生
長
期
で
イ
モ

帯
で
、
有
効
茎
確
保
は
比
較
的
容
易
な

一
し
易
く
な
る
。
同
じ
こ
と
を
し
な
が
ら

一
チ
抵
抗
性
が
弱
い
か
ら
、
少
し
で
も
栄

と
こ
ろ
で
は
多
少
お
く
れ
て
も
差
支
え

一
四
十
日
前
で
は
倒
れ
る
こ
と
に
な
り
、

一
養
成
長
期
に
窒
素
の
過
剰
で
は
倒
伏
ゃ

な
い
よ
う
だ
。

一
十
五
日
お
く
れ
る
こ
と
で
み
い
り
が
よ

一
イ
モ
チ
は
疑
う
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
田
植
を
な
さ
る
御
婦
人
方
に
主

一
く
な
り
、
倒
伏
も
な
く
な
り
ま
す
。

一

な
お
密
植
の
た
め
の
枠
改
造
は
今
の

く
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は

一
ぷ
多
苗
密
植
し
て
過
剰
介
け
つ
を
抑
制

一中
に
や
っ
て
お
か
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ

苗
を
浅
く
植
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
で

一

す
る

一
し
d
す
。

あ
る
。
深
植
す
る
と
、
下
位
の
分
け
つ

一

1
4
1
?
t
t
4
1
?
!
?
、
，V-E
-
i
i〉
l
t
t
t
j
o
j・2
k
!
?

が
お
く
れ
て
、
普
通
弱
い
分
け
つ
が
多

一
キ

ジ

の

繁

殖

に

ご

協

力

を

一

市

内

小

学

校

く
出
て
、
穂
が
少
く
な
り
易
い
こ
と
が

一

キ
ジ
は
国
鳥
と
し
て
ま
た
猟
烏
と
し

一

往
々
に
し
て
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
倒

一
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

一

体

育

祭

+

五

日

東

中

で

れ
な
い
限
り
深
く
押
し
込
ま
な
い
よ
う

一鳥
は
北
海
道
を
除
く
日
本
各
地
に
相
当

一

魚
津
町
内
I
P
学
校
生
徒
の
体
育
に
理

に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

一繁
殖
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
近
く
の
山

一

ー

寸

/

畑
式
の
苗
は
従
来
の
水
苗
に
く
ら
べ

一
の
開
墾
等
に
よ
っ
て
せ
い
息
地
帯
が
狭

一
解
と
関
心
を
高
め
相
互
の
親
睦
を
は
か

て
丈
も
短
く
、
根
も
多
い
か
ら
深
く
植

一
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
濫
獲
等
が
原
因
し

一
る
目
的
で
体
育
祭
が
五
、
六
年
生
を
対

え
な
く
て
も
倒
れ
に
く
、
条
件
を
備
え

一
て
そ
の
数
が
減
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一象
に
五
月
十
五
日
午
前
九
時
半
か
ら
一
一
一

し

ゐ

一
こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
っ
て
お
き
ま
す

一

て
お
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
ま
た
親
爺

一
と
、
絶
滅
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
一時
ま
で
束
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

さ
ん
方
も
ど
う
す
れ
ば
深
植
に
な
ら
な

一
で
、
い
ろ
い
ろ
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
お

一す
。
雨
の
と
き
は
十
六
日
に
な
り
ま
す

い
か
と
い
う
こ
と
を
頭
に
持
っ
て
も
ら

一
り
ま
す
。
魚
津
市
内
は
従
来
相
当
の
数

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1

1

-

-

い
た
い
も
の
で
す
。
視
田
や
柔
か
い
と

一
が
す
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
県
外
か
ら

一

害

す

こ
ろ
等
で
代
掻
の
直
後
に
横
付
け
る
と

一多
数
猟
客
が
入
っ
て
き
て
お
り
ま
し
た

一

塁

イ

浅
く
な
ら
な
、
か
ら
、

三
、
四
日
ニ
つ

一
が
、
現
在
で
は
そ
の
面
影
が
見
ら
れ
な

一
四、

0
0
0円

ヵ
、
ま
た
…
:
一く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
魚
津
市
の
観

一

新
町
二
区
大
黒
其
次
郎

て
か
ら
定
規
を
廻
す
と

f
一光
を
進
め
る
意
味
で
も
、
こ
れ
か
ら
は

一

(
亡
妻
の
い
死
去
に
よ
る
香
志
)

く
田
干
し
し
て
か
ら
田
摘
す
る
と
、
土

一直
接
関
係
の
あ
る
猟
師
の
方
々
が
主
体

一

が
よ
く
図
っ
て
案
外
浅
摘
す
る
こ
と
が

一
と
な
っ
て
、
キ
ジ
の
繁
殖
に
つ
い
て
市
二
、

0
0
0円

J

司
誌
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
苗

一民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

一

田
方
町

吉
崎
い
さ

がふ使
長
さ
せ
て
、
と
く
に
足
長
に
す
る

一す
。

(
猟
友
会
、
農
林
課
)

一

(
亡
夫
常
次
郎
死
去
に
よ
る
香
志
)

こ
と
は
一
番
警
戒
す
べ
き
こ
と
で
し
ょ
治
則
別
町
内
斜
計
引

引

什
引
叫
一
七
一

C
円

ぅ
。
な
る
べ
く
早
く
か
ら
茎
の
地
も
と

一

と
り
ま
し
ょ
う
o
と
か
く
労
的
が
過

一

住
吉
・レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
倶
楽
部

に
日
光
と
空
気
を
与
え
て
、
腰
の
広
い

一

重
に
な
り
や
す
い
も
の
で
す
。
こ
の

一

代
表
梅
原
繁
敬

葉
鞘
の
つ
ま
っ
た
短
く
が
っ
ち
り
と
し
一
た
め
雄
一娠
中
毒
や
流
産
、
死
産
を
ま

一

(

社
会
福
祉
援
護
金
)

た
苗
を
、
な
る
べ
く
早
く
摘
付
ら
れ
る

一

ね
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
胎
児
の
た

一
三

O

O
円

こ
と
が
、
安
全
且
つ
多
収
例
方
向
を
回

一

め
に
十
分
栄
養
を
と
り
休
査
す
る
こ

一

某
高
校
生
(
匿
名
〉

指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一

と

で
す
。

一

(

社
会
福
祉
援
諮
金
)

の

作

早
期
追
肥
を

一
ーー二
割
減
ら
す
こ
と
な
ど

今
年
の
稲
作
の
カ
ン
ド
コ
ロ
と
言
い

ま
し
で
も
別
に
新
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、

慣
行
的
稲
作
と
違
う
点
を

は
っ
き
り
打
出
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

で
は
ど
こ
が
違
う
で
し
ょ
う
か
?

ーい健
苗
を
作
っ
て
早
揃
え
す
る

2
多
苗
密
殖
す
る

3
元
肥
や
早
期
追
肥
の
邸
中一素
を
一

l

二
割
節
約
し
て
幼
穂
形
成
期
の
穂

肥
に
ま
わ
す
こ
と

以
上
3
つ
の
こ
と
で
す
。

ト
地
温
は
十
五
度
ぐ
ら
い
が
適
当

先
づ
健
苗
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
如

何
に
電
熱
苗
代
や
畑
苗
代
に
し
て
も
、

二
五
度
以
上
の
温
度
と
多
湿
下
に
お
い

た
の
で
は
足
長
苗
に
な
り
、
下
葉
が
枯

れ
一
次
分
け
つ
が
沃
折
し
て
長
く
な
り

早
く
田
植
を
す
る
と
、

稲
が
早
く
生
一
植
す
る
月
日
に
よ
っ
て
、
稲
の
収
益
が

育
し
て
茎
や
葉
や
稗
や
根
が
大
く
丈
夫

一
左
右
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
つ
ま
り

に
な
っ
て
、
病
虫
害
や
少
し
ぐ
ら
い
の
一
そ
の
地
帯
の
地
温
や
水
温
は
も
ち
ろ
ん

悪
条
件
に
耐
え
て
安
全
に
稲
作
り
を
す
一

気
温
等
が
問
題
に
な
り
、
早
過
ぎ
て
低

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
悪
い
天
一
温
の
た
め
、
返
っ
て
稲
が
発
根
生
長
せ

候
の
年
で
も
、
収
量
を
確
実
に
上
げ
る
一
ず
静
止
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
は
い

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
近
一
け
な
い
。
畑
状
態
の
苗
代
で
は
十
二
度

年
盛
ん
に
叫
ば
れ
、
早
期
栽
培
が
普
及
一
折
衷
式
水
苗
で
は
十
四
度
の
平
均
気
温

し
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
一
が
田
植
の
限
界
温
皮
と
さ
れ
、
木
市
の

油
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
を
用
い
た
保
護
苗
代

一
平
坦
部
で
の
平
均
気
温
は
大
体
五

月

に

〆

が
八
割
ま
で
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
田
一
入
る
と
畑
式
の
苗
は
田
植
が
で
き
る
こ

d
y

グ

ミ

:

植
の
時
期

2
2
5て
き
ま
し
た

一
と
に
な
る
o
冷
水
の
所
と
、
か
な
り
の

J
F
d
一震

が
何
で
も
一
官
で
も
早
く
田
植
す
れ
ば
一
温
水
の
場
所
と
で
は
、
多
少
異
な
る
わ

一第
六
本
凍
も
私

g習
レ
札
V
B佐
穂
帆

必
ず
増
収
す
る
か
と
い
う
と
決
し
て
そ
一
け
で
あ
る
し
、
そ
の
年
の
天
候
(
つ
ま

一

、

1

込
冷
ば
総
資

一
弓
ノ

う
簡
単
に
は
ゆ
か
な
い
も
の
で
す
。
田
一
り
気
温
)
に
よ
っ
て
一
定
し
な
い
わ
け

一

弘

湾

、

可

一一//

1
3
3
3
2《
3
》
{
》
t
《
3
t
t

一
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
よ
く

一

、

、

一

使
っ

て
赤
星
病
の
寄
生
包
子
の
駆
徐
こ
一

一

‘

一

t
一
頭
に
入
れ
て
田
植
の
時
期
を
定
め
ら
れ

一

-

っ

ιめ
て
下
さ
い
G

一
る
と
よ
い
で
し
ょ
う。

一

(
第
六
本
葉
の
延
び
る
頃
)

緑
し
た
た
る
庭
園
の
中
を
気
持
よ
く

一
・・〉
-
e

・e
・
-
:
:
:
・
〈
〈
・
:
:
:

一
葉
の
立
ち
方
は
、
畑
式
の
苗
代
は
立
ち

散
歩
し
ま
す
と
、
い
つ
の
間
に
か
身
体
一
川

し

ん

き

ろ

う

祭

1

竺
易
す
く
、
水
苗
は
一
般
に
垂
れ
易
い
傾

に

毛

虫

が

つ

い

て

い

る

こ

と

が

あ

り

ま

で

と

向

を

持

ち

、

大

体

五

十

度

位

の

角

度

を

一J

い
よ
い
よ
観
光
シ

ー
ズ
ン
を
迎

よ

す
。

気
を

つ
け
て
見
ま
す
と
、
モ
モ
、
マ
ぇ
、
毎
年
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
一も
っ
て
一
応
の
目
標
と
す
る
。
こ
れ
は

李
、
杏
、
柿
、
栗
な
ど
の
若
葉
に
お
ど
一
V

「
し
ん
き
ろ
う
ま
つ
り
」
が
今
年

γ
一品
種
聞
の
差
異
は
あ
る
が
、
肥
効
の
最

ろ
く
程
密
集
し
て
い
る
毛
虫
の
塊
ま
り
一
V

も
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
、
北

V

一
盛
期
の
山
が
や
L

下
り
か
け
る
頃
に
な

が
発
見
で
き
ま
す
。
一
一
、
三
日
放
っ
て
一
へ

日
本
新
聞
社
が
共
催
で
聞
か
れ
る

へ
一
る
と
葉
が
立
っ
て
く
る
。
立
葉
に
な
る

お
き
ま
す
と、

葉
を
ま
た
た
く
聞
に
喰
丈
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
行
事

内
一
と
苗
の
色
も
や
L
淡
く
な
っ
て
、
少
し

害
し
て
木
を
枯
ら
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一
~

は
次
の
と
お
り
。

山
一黄
金
色
を
帯
び
て
く
る
と
若
い
柔
弱
な

害
虫
に
は
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
っ
て
ア
一
九
三
日

v
一
苗
か
ら
養
分
を
蓄
積
し
た
頑
丈
な
乱
に

一円

。
し
ん
き
ろ
う
踊
り
、
魚
津
音
J

一

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ド
リ
の
よ
う
に
暴
食
性
一
八
頭
の
町
内
な
が
し
H
午
前
十
時
工
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
o
こ
う
い

の
法
定
害
虫
も
い
ま
す
が
、
一
般
に
多
一
八

か

ら
午
後
十
時
(
雨
天
順
延
〉

V

一ぅ
姿
と
色
あ
い

の
苗
で
あ
る
と
仲
々
植

い
の
は
ウ
メ
ケ
ム
シ
で
す
。
こ
れ
は
早
示

。
演
芸
大
会
H
水
族
舘
ス
テ

1

v
一
傷
み
を
し
な
い
。
少
し
位
の
雨
風
や
晴

い
う
ち
に

D
D
T
や
B
H
C
何
で
も
よ
一
J

ジ
で
午
後
一
時
か
ら
北
日
本
新

日日
一
夫
に
は
へ
こ
た
れ
な
い
で
、
発
根
し
活

く
、
混
合
し
て
使
う
と
と
く
に
有
効
で一
v

開
演
芸
団
(
雨
の
と
き
五
日
)

八
一
着
が
早
い
か
ら
生
育
が
早
ま
り
分
け
っ

す
。
ケ
ム
シ

の
類
は
非
常
に
農
薬
に
弱
一
~

五

日

山

一も
早
ま
る
。
強
勢
穂
数
が
と
れ
る
か
ら

い
の
で
、
た
ち
ま
ち
駆
除
す
る
こ
と
よ
~

O
L
R
歌
謡
コ
ン
ク

ー
ル
日
水
工
穂
が
大
き
く
て
重
い
粒
を
つ
作
る
基
を

p

f

一
~
族
館
ス
テ
ー
ジ
午
後
一
時
か
ら

f

一

で
き
ま
す
o
ま
た
松
の
払
を
食
う
官
食
一
ん
(
雨
天
の
と
き
大
町
小
学
校
)
い
一
作
る
。

虫
も
同
様
に
し
て
退
治
て
き
ま
す
ヘ
2
3
:
:
:
:
:
?
:
:
J
J
・-:JH
一

図

の
標
準
よ
り
若
い
苗
の
場
合
と
老

危
険
物
取
扱

主
任
者
資
格
試
験


